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○協議会構成員
学識経験者、高齢者・障害者団体、民生・児童委員協議会、ボランティア連絡協議会、
鉄道事業者、バス事業者、自治体、中部運輸局

○策定 令和４年３月

～地域公共交通調査等事業 （地域公共交通バリアフリー化調査事業）～

【補助対象者】バリアフリー法第２４条の４第１項に規定する協議会の構成員である市町村
【補助対象経費】地域におけるバリアフリー化の促進を図るための移動等円滑化促進方針の策定に

必要な調査経費 ○補助率：１／２（上限５００万円）

・協議会開催等の事務費
・専門家の招聘費用
・短期間の実証調査のための費用
・地域のデータの収集・分析の費用
・住民・利用者アンケートの実施費用 など

地域公共交通バリアフリー化調査事業

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律に基づく、
移動等円滑化促進方針・バリアフリー基本構想の策定に要する調査経費を支援。

移動等円滑化促進方針（マスタープラン）・バリアフリー基本構想の作成促進

弥富市バリアフリー基本構想策定協議会
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〈中部管内補助実績〉

令和３年度補助対象 弥富市

令和４年度補助対象 富士市

～中部運輸局が参画した策定協議会～
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○協議会構成員
高齢者・障害者団体、町内会連合会、鉄道事業者、静岡県、静岡運輸支局、中部運輸局

○今年度マスタープラン策定予定（基本構想については今年度見直し）

移動等円滑化促進方針（マスタープラン）・バリアフリー基本構想の作成促進

富士市公共交通協議会バリアフリー分科会
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○協議会構成員
学識経験者、高齢者・障害者団体、施設関係者、
行政関係者（名古屋市各部局及び県警）、中部運輸局

○令和４年１１月 策定予定

名古屋市バリアフリー基本構想策定会議

【開催日】令和４年２月２８日（月）※WEB開催 参加自治体数２９（参加人数４９名）
◎移動等円滑化促進方針・バリアフリー基本構想の制度説明（国土交通省総合政策局バリアフリー政策課）
◎移動等円滑化促進方針・バリアフリー基本構想の必要性について（中部大学工学部都市建設工学科 磯部教授）

【開催日】令和４年６月２３日（木） ※WEB開催 参加自治体数３８（参加人数５５名）
◎移動等円滑化促進方針・バリアフリー基本構想の制度説明（国土交通省総合政策局バリアフリー政策課）
◎鉄道駅・住宅関係の補助制度について（国土交通省鉄道局・国土交通省住宅局）

移動等円滑化促進方針（マスタープラン）・バリアフリー基本構想策定支援セミナー

～中部運輸局が参画している策定協議会～



自治体担当者のバリアフリーマスタープラン・基本構想に対する理解を
促進するために、都市計画法における「都市計画事業」になぞらえ、
資料を作成。自治体担当者へのプロモートに使用。
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マスタープラン・基本構想の理解促進のための自治体向け資料を作成
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「まちあるき点検」によるバリアフリー化の促進（自治体向け） 資料４

バリアフリーマスタープラン・基本構想策定の必要性を自治体担当者に認識して頂くため、
運輸局と一緒に行う「まちあるき点検」のご提案を行うと共に、点検表を作成。
自治体担当者へのプロモート時に併せてご提案している。



「心のバリアフリー教室」開催について (令和３年度)

開催日程 ： 令和３年１２月９日（木）
開催場所 ： 三島市立北小学校・校舎内及び体育館等
主 催 ： 静岡運輸支局、三島市、社会福祉法人 三島市社会福祉協議会
協 力 ： 三島市身体障害者福祉会、株式会社 東海バス
参 加 者 ： 小学校３年生 １１１名

視覚障がい者の方に講話をいただいた後、各グループに分かれて、
車いす体験（ノンステップバス乗降体験含む）、バリアフリークイズ、
アイマスク体験等に取り組みました。
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心のバリアフリー理解促進のための資料を作成

障害者団体の方々が行っているバリアフリー教室へ参加し、得られた知見から資料を作成
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お話し編 さまざまな特性編

車いす編 視覚障害編


